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昭和12年八月13－14，14－15の爾夜に

行ひたる流星の計籔準率について

流星課長　小橿孝二郎

　1．垣壁
　　　　　　　　　　グルドプ　　　　　　　　　　　　　カ　ウ　ン　ト從來各地で行はれたGroop　COuntによる結果が甚だ不揃であって何れに信

を置いてよいか判断に苦しむところであった，即ちその主なる例を表示して見

ると下の如きものがある．
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8 4．15 3．70 2，ε9 2．72 340 6．06

9 3．51 6．47

10 3．56 7．02

U 3．6～ τ16

12 3．72 7．64

13 7．98

　　　（1）　A．　N．　2621

　　　（2）　P．　A．．Vol．　42　No．3

　　　（3）　l」．　A．　VoL　42　No．　9

　　　（4）　P．　A．　Vol．42　No．9

　第2欄以下の敷字は1入が見得る流星藪に封し，人数増加によって流星数が如

何に増：加するかを示す数（相封藪と呼ぶことにする）である．これによって如

飼に其の結果が態々であるかがわからう．自分はこの爲昭和11年十月24－25日

折からのオリオン群の活動期IC：際し藪人の小學兜童を使用レて計数槻測を行ひ

　　　　3人では　　　2，50
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　　　　6人では　　　3．68

　　　　12人では　　　6．20

と云粛果を得た・（東献嬬門口二野Ci「cura「No・4PP・1一一3）し

かし方法其他不備の黙があった爲充分H的を達せす今回改めて旧型制測を行ひ

以て正しき相封値を得ようと思ったのである．

観購期としてぺ）・　一trウ・営門の右駄期腿んだが，爾魁もすで瞭賢

一ゆ鰹期は過ぎたる爲轍収引湯となり潮儲鳳って脚って蜘合で

あった細ふ液聞・・f擦である踊夜に於ける騨1団交ftせしめつとめて

麟腱けた騨1者齢1範嫡輝校學儲1名と小三校高望席己鞠名で、

これを下記の如く3班に組織した．
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、　第1班及第2班は第1日だる13－14の夜に・第3班は14－15の夜に槻附するこみ

とし，白丁は爾夜とも記録係を．笈ねて指揮に當’るととにした．

　観測計．詫中ド第1班のものは30分餓の流星数を敷♂＼ることとし・紋1ねて硯力

によって如何なる程度の差あるかを検したものである．

瓶第3蹴銘の御！1脇・して1鯨係を帆・に剛聴つG，・各・・痢防
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位）を60度つつ異ICせしめ下岡の如く布陣せしめた．

　各観測者は何れも40度の高度を仰ぎ見ることとした．何となれば地上に遮蔽

物なく理想的の地李線を得るならばワイV

氏Wylieの提示に從って35。の仰角をと

るべきも，親測地なる鳥屋城小學校の蓮動

場の周園には，校舎，樹木，其他の建築物

等に妨害せられてみる爲これを考慮して40

度の仰角をとったのである．

　燈火は直接的には何等槻測を妨害する程

のものはなV・が，150m位離れた所にある

街燈の木の聞をもれるものがあり，jsζ　500

m位離れた警察署の燈火が目tc入る貼はそ

の：方向の観測者に少しく不都合である．

と云ひ得べきものと思ふ．

　2．観測方法
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しかし観測場としてはほX’完全なもの

　第1班の3人は前述の如く各々　30分bliC見られる流星数を数へ，これを記録す

るのみであって，3人は120。づL覗線の方向をかへて仰角40。度を見ることにし

た．記録及時計係は梅原君に依頼した．

　第2，3班は各観測者が流星を見た瞬筆墨號（Aは1，Bは2，　Cは3，以下之

に準ず）を呼糊する事とした．記録係は出現時刻を秒の桁までよみとり之を観

測者別に下の如く記入することNした．

出獅訓・炉1引・1酬・　備 考

　　　　123時0分】2秒

@0　22

@1　29

@1　58
0
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○
○

○

雲量　O

reei㎎＝Very　good

　同一流星を2人以上のものが見た場合は齪三者の番二三呼で充分知り得るが

不審なときは槻測者に流星出現の位置を問ひ確むることNした．雲量は時R記
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録す・・とにして置いた・（第1夜越・1聞樋じ麟0であった・）無

る時も融肪向は鞭せ粥え桐訪向をS’・るやうに命じた凹凹鴨．

切鰭（稻呼以外）ならしめ叉勲席を動くtとなく以て，翻糠の晦を期

した．

　3．　闘争観測田結果

第1夜焔13－14日の夜は前述の女nく一’1の雲なきSeein9職良で二才

観測日和であって「uc充絹針を得ること酬來た・13日22騨鳥験職

工に襯騙撤回1…第1班1船止2稲束蘭50米を隔て’備疋23庭与

より開始することにした．

’23恥曝令の下に川開雁員緊張三際測襯繊た・劉4日1時より

15胴㈱し・塒15分再醐始3晒繍を宿る・eEaよく指札の意を胆し

よく．同歯醐めて即旧畷龍る態度を以て馴し得た3時よ嚇争ま

一Cf’H’fiのみはReco「di”g　me’hod　“cよ襯漉行った・第1夜の蹴結果はi’1

下述べる通りである．
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、＊一畠圃・居睡し1：様である．

碗嚇Aは特に醐曜ナJ2・0なる鋤＠爲と今までこ掴礫1験ある爲BC

刑して甚だ多くの流星観てみる・B及Cは渤樋以下であるがAの野

州見てみることになってみる・流星藪畷多tCt　tss30h－2ceOO”　di・・rlfi　lcある楼

である．Aの1時聞李均は56個で1分間卒均1個に近い，

　　cii）第2班の域績
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全槻測者共同して見得たる流星は下記の通りである．

時　　　間　　　κ／ 時　間1／ い寺　閲レ
23　00．一23　30

Q3　3‘〕・一24　00

O　00－0　30

54

U1

T7

　　　　　　　　　　　　　．．　一’　L’『『｝｝

@　　0　30－1　00　　　76

@　　100－115　（休止）
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P
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　　　　　合計：521

帥ち流星の増減は第1班の結果とよく一一・ftしてみる．

今これを5分聞毎に流星藪を統計する時は下表の如くになる。

1・…v・■ 23・ @！ い　1
　　　　　　　　　　　lh　　l＿＿」L一＿．＿＿＿．．．．．．＿」一．＿一＿．一，．．．．一一．．　　　　　　1

Qレ

一． ﾜi一一’一 窒?�
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5　】o 6　（2） 10　（5） 1　　．．／ 18　（7）
．／

1U・一」5 13　（5） 4　（2） 　，’^ 7　（3｝

15－20 6　（2） 9　（3） 14　（6） 12　（4｝

20　25 10　（4） 13　（3） 17　（7） 4　（2）

25・一30 ll　（5） 8　（3） 19　（6） 14（4）

30　35 14（5） 13（5） 15　（5） 19．（4）

35・40 7　（3） ！6　（6） 12　ぐ4） 16　（7）

4σ　45 12　（3） 11　（5） ユ3　（4♪ 9　（4♪

45　50 7　（3） 14　（4） 17　（5） 6　（3）

50一一一55 11（4） 12　（5） 15　（4） 6　（2）

55．60 】（1（3） 10　（4） 13　（4｝ 18　（7）

　括弧内は軍位時間（1分聞）中の最：多流星敷を示す．1分間の流星の最多の場

合は7個で4回あった．5分置の流星tCつV・ては0時孚より2時までは何れも10個

を下らす最多は19個に及ぶものがあった．吹頁にグラフを示す．

　第2班の各員が見たる総計52i個の流星中

1人のみが認めたる流星敏は

2人　　　　〃

3人　　　　〃

4人が同時に認めたる流星敷は

5人　　　　〃

　　合　　　　　計

293個

144

65

18

　1

521
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（A）1人にて認めたる流星藪

漉　測　者 1・人が訓・ろ流轍 ｝・人のみが鋤・・るr

一A 133 54

鈴 ］42 38
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E 151 62

F 129 49

z卜均　救 144．33 1　　欄　
、1人が見たる醒の平均は14細である力略三者の見た磁酔輸奴

差がない鮎は注意すべきととである．視力は大上同程度である．

　（B）2人にて認めたる流星敏
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　括弧内は2人のみが認め得た流星数である．第1欄たるAB以下の6っの場合

は爾観測者の凹型貼間の角距離（大開距寓佳）が約44．95であり，A－C以下の6

っの場合は84。であり，A－D以下の3っの場合は100σであって，其の認め得る

流星雨は爾者の角距離の大小によって甚だしく相違するととが明瞭に結果にあ

らはれてみる．

　3っの場合の十三流星敬を1人icて認め得る李均流星数にて除す時は，

　　第1の場合（距角445G）　　　1．63

　　第2の場合（距角840）　　　　L87

　　第3の場合（距角100”）　　　　1．95　（最大の六合）

となる．叉全部の場合を結合して総李均をとれば1フ9なる値を得る．（イ《完）

北　京　だ　よ　リ

　去る三〃の中頃，忍用のため，急に京都を崩獲レ，十七日の夜，北京に着き

ました．そして序でに，時局がら，各々面を観察しやうと考へてるるうちに，

不注意から，風邪にかSり，しかも其れがコジれて，だんだん悪くなり，途に

病院生活にまで獲展しましたため，思ひがけなくも，北京の滞在が永く延びて

了ひまレた．今後は，五．月末まで北京に居り，六月一一・　・£イは満遍沿線で講田旅

行し，六月末か，叉は七月初に京都へ敵る豫定であります．

　退院レて，まもなく，岡林彗星の三見の通知を受け，多少の虚置をしました

が，五月三日には又，晶晶月食が見えるといふので，前々日あたりから準備し

其の蝕の當Hは二三の女人たちと共IC，見事に晴れた塞を仰いで，蝕の始まり

から鴨りまで，完全に観察しました．比較的に光りの薄い皆既月食のやうに思

ひましたが，とにかく立派なもので，小型の望遠鏡により，心ゆくまで眺めま

した．

蝕の翌朝 牝京東堂子胡同22鋭

　　　　　　由奉一清


